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 冷感に優れた夏用繊維製品を開発するため、触った瞬間の冷たさを評価する接触冷感以外の評価方法に

ついて検討した。実際の使用を考慮すると、瞬間的な接触冷感よりも保温性や熱伝導率評価が適当である

ことが分かった。また、熱移動量の積分値を求めることで新たな冷感持続性評価を提案することができた。

つまり、接触冷感の瞬間的な評価方法に加えて、保温性、熱伝導率、熱移動積算値を用いることによる冷

感持続性評価方法を提案することができた。  

 

１．はじめに 

 繊維業界では冷感に優れた製品が注目され開発・販売

されている。この冷感の指標の一つである接触冷感は、

人が布に触れたときに感じる「ヒンヤリ」感のことをい

い、これまで布の熱伝導率や表面特性と接触冷感を関連

付けたものはあるが 1)～3）、直接布・糸構造と接触冷感を

関連付けたものはない。また、瞬間的な接触冷感以外の

評価方法は確立されていないのが現状である。今後、夏

用繊維製品開発を進めていくために、この要因を解明す

ることが尾州地域の繊維関連中小企業から強く求められ

ている。 

 前年度の研究では、接触冷感の高い布の開発手法を明

らかにするため、接触冷感を向上させるための要因解析

を行い、布の厚さ、糸構造が影響していることが示唆さ 

 

れた。そこで、本研究では、実際の着用条件を想定して、

瞬間的な接触冷感以外の保温性、熱伝導率、熱移動積算

値の熱物性評価を行い、新たな冷感持続性評価方法が提

案できるか検討した。 

 

２．実験方法 

2.1 試料と測定条件 

 接触冷感値の高い素材を中心に、春夏用生地（ウール

（W）、綿（C）、麻（Li、RM）、キュプラ（Cu））28 点

の試料の熱物性（保温性、熱伝導率、積分値）、布・糸構

造（密度・番手、撚数）を測定し、傾向を調べた。 

○測定機器：KES F7 サーモラボⅡ型（熱物性） 

○測定条件：表１のとおり 

○温湿度：20℃、65%RH 

 

特性・構造 特性項目 特性値の内容 単位 備考 測定条件 

熱物性 

K 消費熱量 W 大きいほど保温性が小さい 

ΔT 10℃ k 熱伝導率 W/cm・℃ 大きいほど熱が伝わりやすい 

qmax 接触冷感 W/cm² 大きいほど冷たい 

qint 熱移動量 W・t/cm² 大きいほど冷たさが持続する ΔT 10℃ 測定時間 180 秒 

保温性  % 大きいほど暖かい ΔT 10℃ 測定時間 60 秒 

糸構造 

毛番手 単位重さあたりの長さ Nm 大きいほど細い － 

撚り数 単位長さあたりの撚り数 回/m － － 

撚り係数 撚り数を決める時の数値 － 大きいほど撚りが強い 番手と撚り数より算出 4) 

布構造 

密度 単位巾あたりの糸本数 本/in 大きいほど糸が詰まっている － 

CF 糸と空間との比率 － 大きいほど糸が詰まっている 番手と密度より算出 5) 

目付 単位面積あたりの重量 g/m² 大きいほど重い － 

表１ 熱物性、表面・圧縮特性及び糸・布構造と測定条件 
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2.2 使用糸・織物規格と接触冷感値 

 表２に実験に用いた織物規格及び接触冷感値を示す。 

 

 

 

 

2.3 接触冷感評価の qmax と qint 

 KES F7 サーモラボⅡ型装置で接触冷感試験を行

うと図１のような波形となる。サーモラボ装置中の熱

源板 T-BOX を試料上に載せた瞬間を 0点とした場合、

図１の熱移動量Q の最大値を qmaxとして接触冷感値

を定義している（図２）。接触冷感値は、ほぼ汎用化

している評価方法であるが、これとは別に、T＝0 から

ある一定時間経過後における熱移動量 Q の積算値を

測定することが可能である。この積算値を qint と定義

して、長時間使用した場合熱移動量を冷感持続性とし

て新たに評価できるかどうか検討した。図１の斜線部

分が qint であり、この値が大きいほど一定時間におけ

る熱移動量が大きく、冷感持続性が高いと考えられる。

本来であれば、着用条件を想定して、数時間単位で測

定するのが趣旨であるが、装置の測定限界も考慮して

表１で示した 180 秒で測定を行い、冷感持続性評価を

することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 接触冷感試験の波形 

 

表２ 全試料の使用糸・織物規格 
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３．実験結果及び考察 

 

表３ 熱物性評価試験結果 

 

 

 表３に試料毎の熱物性試験（保温性、熱伝導率、qint

値）の結果を示す。 

3.1 保温性試験 

 1.52～10.6%の間の値となった。通常、梳毛糸で目

付 220g/m2 程度である場合、経験上約 20%近辺の値と

なることを考慮すると、いずれの生地も値が低いこと

が分かる。しかし、素材毎での優劣は確認できなかっ

たことから、素材での影響は低いと考えられる。糸の

番手や織物規格に影響している可能性が高いと考えら

れる。試料 8、20、23 のように、糸番手を細くし、織

物密度をやや多くして規格することにより、どの素材

を用いても春夏用の生地を作成することが可能である

ことが分かった。 

3.2 熱伝導率試験 

 麻の熱伝導率が一番高く、次いで綿、キュプラ、ウ

ールの順番となった。一番高い値は 6.16W/cm・℃、一

番低い値は 3.64W/cm・℃となった。麻、綿は繊維自体

の熱伝導率が高いためであると考えられる 4）5）。また、

図２ サーモラボⅡ型試験機概要 

 

T-BOX 
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接触冷感値 qmax と比較すると、qmax が高くても熱

伝導率は必ずしも高くならないことが分かった。相関

関係を見ると、相関係数 R 値が低いことから熱伝導率

k と qmax には相関がないことが分かっており、瞬間

的な熱移動と定常的な熱移動であるためと考えられる

6）（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 熱移動積算値（qint）試験 

 3.53～4.10W・t/cm2 の範囲の結果となった。素材に

よる優劣は確認できなかった。また熱伝導率、qmax、

保温率の相関性があるか確認したが、相関性は確認で

きなかった。生地の物性（糸番手、密度、厚さ等）の

相関性があるか確認したが、相関性は確認できなかっ

た。qint は熱移動量の合計値であり、温度差による影

響が強いと思われるため、試料毎の差が生じなかった

と考えられる。図１のグラフより qint は熱移動量の積

分値であることから冷感持続性の評価としては適性が

あることが示唆された。 

 

４．結び 

 本研究により、保温性、熱伝導率、熱移動積算値を

測定することにより、冷感持続性の評価方法を提案す

ることが可能となった。特に、熱移動積算値は持続性

を評価する新たな評価方法の提案であり、測定時間や

環境条件を考慮することで、今後確立できる可能性が

あることが示唆された。また、素材、糸番手や織物規

格を工夫することにより、夏用の繊維製品の開発が可

能であることが示唆された。今後は、持続性評価方法

も検討しながら、生地の規格設計を検討していき、ク

ールビズに対応した繊維製品の開発を実施する。 
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図３ 熱伝導率 k と qmax との相関図 

 


